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                              平成１６年９月 

 

柏市公共交通特定事業計画 

 

ＪＲ東日本、東武鉄道、東武バスイースト、阪東自動車、柏市 

 

１ 事業実施の取り組み 

 各事業者と市が協議・調整を図り、相互の協力のもとで一体的に事業を進めてい

くものとします。 

 原則として、基本構想における目標年次（平成２２年）までに市内全ての駅のバ

リアフリー化を図っていくものとし、おおむね平成１８年度までを前期、平成１９

年度から２２年度までを後期とし、前期終了時に必要に応じ見直しを行うこととし

ます。 

 なお、本計画は財源や周辺整備の状況等により事業内容、事業量、事業予定期間

が変更となることがあります。 

 

２ 公共交通事業者が行う事業 

 １）鉄道事業者 

 ①ＪＲ東日本（柏駅、南柏駅、北柏駅） 

■バリアフリー法の対象となる駅の改札口からプラットホームへは充分な通行空

間を確保し、平坦性を確保します。 

■上記の経路において、高低差がある箇所については、エレベーターを設置しま

す。 

■今後も視覚障害者誘導ブロックの設置や改善を行っていきます。 

■今後も路線案内、運賃案内、運行情報及び非常時の案内等を視覚情報、聴覚情

報として分かりやすく提供していきます。 

■車いす利用者、視覚障害者などにとって使いやすい券売機への改善を順次行っ

ていきます。 

■トイレの新設にあたっては多目的トイレの併設を進めます。 

■車いすスペース付車両の導入を進めていきます。 

 ②東武鉄道（柏駅、豊四季駅、新柏駅、増尾駅、逆井駅） 

■駅の出入り口からプラットホームへの充分な通行空間の確保と平坦性の確保を

進めます。 

■高低差がある箇所については、エレベーターまたはエスカレーターの設置を進

めます。 

■視覚障害者誘導ブロックの設置や改善を進めます。 

■路線案内、運賃案内、運行情報及び非常時の案内等を視覚情報、聴覚情報とし

て分かりやすく可能な限り提供します。 

■出来るところから車いす利用者、視覚障害者などにとって使いやすい券売機へ

の改善を進めます。 

■身障者対応型トイレの設置を進めます。 

■車両への車いすスペースの設置を進めます。 
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 ２）バス事業者 

■バス停にベンチ・上屋を設置します。 

■ノンステップバスを増やすとともに、その運行案内情報を分かりやすく提供し

ます。 

■車内での停留所案内を充実します。 

■高齢者・障害者等への適切な対応を図るための研修や教育・訓練を行います。 

 

 ３）柏市 

■鉄道施設整備は、公共交通事業者による整備を基本としますが、国の補助金制

度によりバリアフリー施設整備を行う場合には、事業者からの申請に基づき、

市の財源確保の状況に応じ、その経費の一部を補助することとします。 

■また、必要に応じ、事業者に代わって市が事業主体となって上記の施設整備事

業を実施する場合があります。 

■バス事業者がノンステップバスの導入を行う場合には、市の財源確保の状況に

応じ、その経費の一部を負担し、ノンステップバスの導入促進を図ります。 
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３ 公共交通特定事業 

 これらの事業については、財源や周辺整備の状況等により計画が変更となること

があります。 

 

１）鉄道事業者 

 

事業者名 東日本旅客鉄道株式会社 事業箇所 柏駅 

 

実施予定期間 
事業の内容 事業量 

着 手 完 了 
記 事 

充分な通行空

間と平坦性の

確保 

   実施済み 

高低差箇所に

昇降施設設置 
   実施済み 

誘導ブロック

の設置や改善 
   

既存設備で不

備があれば改

善します 

視覚・聴覚情

報を提供 
   

ホーム、改札

口の案内装置

で発車時刻や

運行情報の案

内をいたしま

す 

使いやすい券

売機に改善 
   

タッチパネル

式券売機を導

入済みです 

障害者対応型

トイレの設置 
   実施済み 

事業実施に際

し配慮すべき

事項 

 既存設備で不備な箇所があれば改善をしていきます 
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事業者名 東日本旅客鉄道株式会社、柏市 事業箇所 南柏駅 

 

実施予定期間 
事業の内容 事業量 

着 手 完 了 
記 事 

充分な通行空

間と平坦性の

確保 

   

現在はエスカ

レーターで対

応しておりま

す 

高低差箇所に

昇降施設設置 

ホーム 

エレベーター１基 

東口 

エレベーター１基 

エスカレーター２

基 

西口 

エレベーター１基 

平成 16 年度 平成 18 年度 

自治体、国か

らの補助が前

提となります 

誘導ブロック

の設置や改善 
   

既存設備で不

備があれば改

善します 

視覚・聴覚情

報を提供 
   

ホームの案内

装置で発車時

刻や運行情報

を案内いたし

ます 

使いやすい券

売機に改善 
   

タッチパネル

式の券売機を

導入済みです 

多目的トイレ

の併設 
   

エレベーター

設置時に検討

します 

事業実施に際

し配慮すべき

事項 

 既存設備で不備な箇所があれば改善をしていきます 

 バリアフリー施設整備については、乗降人員、支社内他駅の整備

進捗状況、自治体の補助により順序を定めていきます 
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事業者名 東日本旅客鉄道株式会社、柏市 事業箇所 北柏駅 

 

実施予定期間 
事業の内容 事業量 

着 手 完 了 
記 事 

充分な通行空

間と平坦性の

確保 

   

現在はエスカ

レーターで対

応しておりま

す 

高低差箇所に

昇降施設設置 

ホーム 

エレベーター１基 

北口 

エレベーター１基 

エスカレーター２

基 

未定 未定 

北口整備に伴

い駅事務室支

障移転工事が

発生するため

未定です 

誘導ブロック

の設置や改善 
   

既存設備で不

備があれば改

善します 

視覚・聴覚情

報を提供 
   

ホームの案内

装置で発車時

刻や運行情報

も案内いたし

ます 

使いやすい券

売機に改善 
   

タッチパネル

式券売機を導

入済みです 

多目的トイレ

の併設 
 未定 未定 

エレベーター

設置時に検討

します 

事業実施に際

し配慮すべき

事項 

 既存設備で不備な箇所があれば改善をしていきます 

 バリアフリー施設整備については、乗降人員、支社内他駅の整備

進捗状況、自治体の補助により順序を定めていきます 

 北口については、駅前広場整備にあわせて実施していく予定です 
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事業者名 東日本旅客鉄道株式会社 事業箇所 車両 

 

実施予定期間 
事業の内容 事業量 

着 手 完 了 
記 事 

車いすスペー

ス付車両の導

入 

 平成 16 年度 
平成 22 年度 

（継続） 

快速電車はほ

ぼ完了してお

ります 

中距離電車・

緩行電車にお

いては新車投

入時には導入

します 
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事業者名 東武鉄道株式会社 事業箇所 豊四季駅 

 

実施予定期間 
事業の内容 事業量 

着 手 完 了 
記 事 

充分な通行空

間と平坦性の

確保 

   
不備があれば

改善します 

高低差箇所に

昇降施設設置 

上下ホーム 

エレベーター２基 

橋上駅舎時

に対応 
 

改札外～ホー

ムのスロープ

で対応します 

誘導ブロック

の設置や改善 
   

既存設備に不

備があれば改

善します 

視覚・聴覚情

報を提供 
   

音響・音声案

内設備は社会

動向を踏まえ

て検討します 

使いやすい券

売機に改善 
   

1 台以上設置済

み 

更新時に傾斜

型への対応を

検討します 

身障者対応ト

イレの設置 
   設置済み 

事業実施に際

し配慮すべき

事項 

 エレベーターについては、国及び自治体の協力を得ながら設置し

ます 
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事業者名 東武鉄道株式会社 事業箇所 柏駅 

 

実施予定期間 
事業の内容 事業量 

着 手 完 了 
記 事 

充分な通行空

間と平坦性の

確保 

   
不備があれば

改善します 

高低差箇所に

昇降施設設置 

ホーム 

エレベーター１基 
平成 17 年度 平成 22 年度 

エスカレータ

ーで対応しま

す 

誘導ブロック

の設置や改善 
   

既存設備に不

備があれば改

善します 

視覚・聴覚情

報を提供 
   

発車案内表示

機を改札口、

ホームに設置

済み 

使いやすい券

売機に改善 
   

1 台以上設置済

み 

更新時に傾斜

型への対応を

検討します 

身障者対応ト

イレの設置 
   設置済み 

事業実施に際

し配慮すべき

事項 

 エレベーターについては、国及び自治体の協力を得ながら設置し

ます 
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事業者名 東武鉄道株式会社 事業箇所 新柏駅 

 

実施予定期間 
事業の内容 事業量 

着 手 完 了 
記 事 

充分な通行空

間と平坦性の

確保 

   
不備があれば

改善します 

高低差箇所に

昇降施設設置 

ホーム 

エスカレーター２

基 

平成 19 年度 平成 22 年度 

エスカレータ

ーで対応しま

す 

誘導ブロック

の設置や改善 
   

既存設備に不

備があれば改

善します 

視覚・聴覚情

報を提供 
   

音響・音声案

内設備は社会

動向を踏まえ

て検討します 

使いやすい券

売機に改善 
   

1 台以上設置済

み 

更新時に傾斜

型への対応を

検討します 

身障者対応ト

イレの設置 
 平成 19 年度 平成 22 年度  

事業実施に際

し配慮すべき

事項 

 エスカレーター・身障者対応型トイレについては、国及び自治体

の協力を得ながら設置します 
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事業者名 東武鉄道株式会社 事業箇所 増尾駅 

 

実施予定期間 
事業の内容 事業量 

着 手 完 了 
記 事 

充分な通行空

間と平坦性の

確保 

   
不備があれば

改善します 

高低差箇所に

昇降施設設置 

上下ホーム 

エレベーター２基 

東口・西口 

エレベーター２基 

平成 19 年度 平成 22 年度 

ホームにエス

カレーター、

改札外～ホー

ムのスロープ

で対応します 

誘導ブロック

の設置や改善 
   

既存設備に不

備があれば改

善します 

視覚・聴覚情

報を提供 
   

音響・音声案

内設備は社会

動向を踏まえ

て検討します 

使いやすい券

売機に改善 
   

1 台以上設置済

み 

更新時に傾斜

型への対応を

検討します 

身障者対応ト

イレの設置 
 平成 19 年度 平成 22 年度  

事業実施に際

し配慮すべき

事項 

 エレベーター・身障者対応型トイレについては、国及び自治体の

協力を得ながら設置します 
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事業者名 東武鉄道株式会社 事業箇所 逆井駅 

 

実施予定期間 
事業の内容 事業量 

着 手 完 了 
記 事 

充分な通行空

間と平坦性の

確保 

   
不備があれば

改善します 

高低差箇所に

昇降施設設置 

上下ホーム 

エレベーター２基 

東口・西口 

エレベーター２基 

平成 18 年度 平成 19 年度 

ホームにエス

カレーター、

改札外～ホー

ムのスロープ

で対応します 

誘導ブロック

の設置や改善 
   

既存設備に不

備があれば改

善します 

視覚・聴覚情

報を提供 
   

音響・音声案

内設備は社会

動向を踏まえ

て検討します 

使いやすい券

売機に改善 
   

1 台以上設置済

み 

更新時に傾斜

型への対応を

検討します 

身障者対応ト

イレの設置 
 平成 18 年度 平成 19 年度  

事業実施に際

し配慮すべき

事項 

 エレベーター・身障者対応型トイレについては、国及び自治体の

協力を得ながら設置します 

 

 

事業者名 東武鉄道株式会社 事業箇所 車両その他 

 

実施予定期間 
事業の内容 事業量 

着 手 完 了 
記 事 

車いすスペー

ス付車両の導

入 

 平成 16 年度 平成 22 年度 

設置率３０％

を 目 標 に 新

造・改造を進

めます 
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 ２）バス事業者 

 

事業者名 東武バスイースト株式会社 事業箇所 － 

 

実施予定期間 
事業の内容 事業量 

着 手 完 了 
記 事 

ノンステップ

バスの導入 
５９両 平成 16 年度 平成 22 年度 

自治体、国か

らの補助が前

提となります 

事業量は増車

を継続検討 

バス停に上屋

の設置 
２基 平成 16 年度 平成 17 年度 

道路状況を勘

案し、18 年度

以降も設置を

検討 

運行案内情報

の充実 

インターネット時

刻表へのノンステ

ップバスの運行表

示 

未定 未定 

バス停へのノ

ンステップバ

スの運行表示

は実施済み 

停留所案内の

充実 
   実施済み 

研修や教育・

訓練の実施 
 継続 継続 

研修や教育・

訓練を継続し

て実施 

事業実施に際

し配慮すべき

事項 

バス停のベンチ・上屋の設置は、道路管理者、交通管理者との調整

が必要となる。 
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事業者名 阪東自動車株式会社 事業箇所 － 

 

実施予定期間 
事業の内容 事業量 

着 手 完 了 
記 事 

ノンステップ

バスの導入 
２８両 平成 16 年度 平成 22 年度 

自治体、国か

らの補助が前

提となります 

バス停に上屋

の設置 
１基 平成 16 年度  

道路状況を勘

案し、１７年

度以降も設置

を検討 

運行案内情報

の充実 

バス停へのノンス

テップバスの運行

表示 

平成 16 年度 平成 22 年度  

停留所案内の

充実 
   実施済み 

研修や教育・

訓練の実施 
 継続 継続 

研修や教育・

訓練を継続し

て実施 

事業実施に際

し配慮すべき

事項 

バス停のベンチ・上屋の設置は、道路管理者、交通管理者との調整

が必要となる。  

 

 


